
















　This study aimed to delineate the effect of invasion of Phyllostachys pubescens stands into neighboring 
forests in Ohgisu-Toshimo, Nasukarasuyama, Tochigi Prefecture. We made a distribution map of 
bamboo stands and assessed the changes for 29 years of the stand area using aerial photographs taken 
in 1975 and 2004. We also surveyed the stand structures at the front of invasion of the P. pubescens 
stands into adjacent forests. The map indicated that P. pubescens stands occupied approximately 35 % 
of the bamboo stands in the area. The analysis of aerial photographs showed none of significant range 
expansion of total area of P. pubescens stands. However, in some individual stands invasion of P. 
pubescens into neighboring forests were observed. Analyses of stand structure and spatial distribution 
at the front of the invasion indicated that the broad-leaved trees with less than 10 cm of diameter largely 
tended to be dead. The dead of trees might be mainly caused by the deterioration of light condition by the 
invasion of P. pubescens culms. The decrease of tree species diversity was also occurred by the invasion 
and the change of species composition was observed in some invaded stands. In conclusion, the invasion 
of the P. pubescens led to the dieback of trees lower than invaded culms and reduced tree species 
diversity in the stands.
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　モウソウチク（Phyllostachys pubescens Mazel ex J. 
Houz.）は 1736 年に渡来した帰化植物である 1)。近年、
放置されたモウソウチク林の分布拡大が西日本各地の
里山地域を中心に顕在化してきており、その研究事例





















































に 分 布 す る モ ウ ソ ウ チ ク、 マ ダ ケ (Phyllostachys 
bambusoides Siebold et Zucc.)、 ハ チ ク [P. nigra (G. 
Lodd. ex Lindl.) Munro var. henonis (Mitford) Stapf ex 
























ォトを用いて行った。1 つは、国土地理院 1975 年撮
影の空中写真（CKT − 74 − 10C6A − 59,CKT − 74
− 10C6A − 60,CKT − 74 − 10C6A − 61）のデジタ
ルデータ（解像度 1,270dpi ）を基に TNTmips2010 を
使用して作成した大木須遠下地区周辺の簡易オルソフ










ウソウチクが無利用のスギ Cryptomeria japonica 人工
林（利用無スギ人工林）（プロット c）、モウソウチク
利用のある広葉樹林（利用有広葉樹林）（プロット d）








広葉樹林として、10m × 60m のベルトトランセクト
を、モウソウチクの広葉樹林への侵入前線に設置した
（図 -2b）。利用無スギ人工林として、10m × 40m のベ
ルトトランセクトを、モウソウチクのスギ人工林への
侵入前線に設置した（図 -2c）。利用有広葉樹林として、
10m × 30m のベルトトランセクトを、モウソウチク
の広葉樹林への侵入前線に設置した（図 -2d）。さらに、





























トでは、竹林の中心に最も近い 10m × 10m の方形区
（サブプロット 1；図 -4 参照）と、竹林の進入方向
に向かって 2 つとなりの方形区、すなわち 20m から
30m の区画（サブプロット 3）の 2 箇所でそれぞれ行
った。合計 7 箇所で植生調査を行い、種名、被度、階
層を記録した。被度の判定は、Braun-Blanquet の優占



























10m × 10m のサブプロットの木本種の多様性を評価
するために、鈴木 18）を参考に、モウソウチクの胸高





　竹林の位置図を図 -1 に示した。構成種が 1 種のみ
の竹林と複数種の竹が混じった混交林の両方が見ら
れた。モウソウチク林は 11 箇所、マダケ林は 13 箇
所、ハチク林は 2 箇所、マダケ・ハチク混交林は 3 箇
















ち 7 箇所、減少のうち 2 箇所で変化が 0.1ha 以上あっ
た。モウソウチク林では 6 箇所中 3 ヶ所（竹林番号 6, 
28, 30）で拡大、1 箇所は変化が 0.1ha 未満（竹林番号
5）、2 箇所（竹林番号 2, 11）で減少が見られ、1 年あ











葉樹が 13 個体見られた（図 -4a, 5a）。利用無広葉樹林
では、最もモウソウチクの稈数が多い b-1 では生存広
葉樹が 3 個体しか見られなかった。また、ベルトトラ











































し た（r= − 0.83, p<0.05）。 ま た、Shannon-Wiener 指
数も同様の傾向が見られた（r= − 0.81, p<0.05）。また、
各プロットにおける出現植物種数を図 -9 に示した。
いずれのプロットも竹林の進入前線に近いサブプロッ





バイカツツジ Rhododendron semibarbatum やヤマツツ
ジ Rhododendron kaempferi、コシアブラ Acanthopanax 




にはヒサカキ Eurya japonica、アオキ Aucuba japonica、


















































から 2004 年までの 29 年間におけるモウソウチク林
の 1 年あたりの拡大率は -0.2％とほとんど変化は見ら
れなかった。西日本におけるモウソウチクを主とし
た竹林の拡大率（%/year）は 3.2％および 8.3％（1978
～ 1985 年）19）、3.0 ～ 4.6％（1970 年代～ 1980 年代）
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付表－ 1．つづき
ベルトトランセクトの記号については表− 1 を参照
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付表－ 2　聞き取り調査結果詳細
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付表－ 2．つづき
竹林番号については図 -1 を参照。
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